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要旨 

 

本研究は、特別支援学校（知的障害）小学部音楽科において、学習指導要領に基づいた

年間指導計画および授業づくりが、教員個々の経験や力量に委ねられている現状に着目し、

その改善を目的として実施した実践研究である。特に、音楽を専門としない教員が多い学

校現場において、学習指導要領の内容を授業実践へと具現化する手立てが十分整っておら

ず、授業構想に困難を感じている実態を課題として捉えた。 

一方で、文部科学省著作教科書（以下、☆本）は、学習指導要領の内容を具体的な題材

や学習活動として示しており、これらの課題を解決し得る教材であると位置付けた。そこ

で、本研究では、学習指導要領の内容に対応付けて編纂されている☆本に着目し、これを

効果的に活用することで、年間指導計画作成から授業構想までを支援する「年間指導計画

作成ツール」を開発し、所属校の小学部において試行的に活用した。 

ツール導入後、作成された年間指導計画の内容分析および教員を対象とした質問紙調査

を通して、その活用状況と効果を検証した。その結果、年間指導計画における☆本題材の

使用割合が大きく増加し、題材選択において学習指導要領を意識する傾向が高まったこと

が明らかとなった。また、授業構想や授業準備の場面において、☆本や教科書解説を参照

する教員が増え、音楽を専門としない教員にとっても授業の見通しを持ちやすくなったこ

とが示された。さらに☆本を介して授業づくりを検討する機会が生まれ、教員間で学習の

ねらいや活動イメージを共有しやすくなった点は、音楽科におけるカリキュラム・マネジ

メントの観点からも意義のある変化であると考えられる。 

一方で、年間指導計画には題材名は明記されているものの、具体的な学習活動まで十分

に記載されていない事例も多く、題材選択後の活動構想に難しさを感じている教員が少な

くないことも示唆された。これを受けて本研究では、☆本の教科書解説を基に学習活動を

整理し、学習指導要領との対応関係を可視化した「音楽科学習段階表」を新たに作成した。

これは、題材名に依拠するのではなく、「どの内容を、どのような活動で行うか」という視

点から年間指導計画や授業構想を行うための一つの試案である。 

以上のことから、「年間指導計画作成ツール」は、☆本を媒介として学習指導要領と授業

実践を結び付け、音楽を専門としない教員にとっても授業づくりを考える基盤を形成する

役割を果たしたといえる。本研究で得られた知見は、小学部音楽科にとどまらず、☆本が

整備されている他教科や中学部への転用可能性を有するものであり、特別支援学校におけ

る教科指導の計画作成支援の在り方に示唆を与えるものである。 

 

キーワード：特別支援学校 音楽科 年間指導計画作成ツール 文部科学省著作教科書 

授業構想 

 

 

 

 

 

 

 

－1－



 

第１章  研究の背景と目的 

 

第１節 研究の背景 

 

１ 特別支援学校（知的障害）における教科音楽における指導上の課題 

平成29年の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（以下、特別支援学校高等部学習

指導要領も含めて、「学習指導要領」という。）改訂では、予測困難な時代を生き抜くため

の「生きる力」を育むための各教科等の資質・能力を明確にした教育課程編成が重視され、

その方策の一つとして教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」が導入

された。中央教育審議会答申（2016）では、「各学校には、学習指導要領等を受け止めつつ、

子供たちの姿や地域の実情等を踏まえて、各学校が設置する学校教育目標を実現するため

に、学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、それを実施・評価していくことが求めら

れる。」とあり、各学校が学習指導要領に基づき各校の学校教育目標を実現するための教育

課程を系統的に構築することの重要性が指摘されている。特別支援学校においても、学習

指導要領に基づいた「段階的・発展的・系統的」な指導が求められている。 

一方で、知的障害特別支援学校においては、授業の実践段階において、生活単元学習や

作業学習などの「各教科等を合わせた指導の形態」で授業を行うことができ、様々な実践

上の工夫がされてきている。この指導の形態ごとの授業の実践状況を把握した全国特別支

援学校知的障害教育校長会（2024）の調査報告によると「音楽科」については、週時程上

の「音楽」として位置付けて授業を行う「時間の指導」として実施されている学校が多い

ことがわかる。これは、教科音楽は、歌唱・器楽・音楽づくり・身体表現・鑑賞などの学

習活動そのものが学習内容となる教科であり、児童生徒個々の学習課題に即した学習活動

を計画し、展開されやすいことから、教科別の指導として位置付けられることが多いと考

えられる。 

このように音楽の時間の指導として、週時程上実施されているため、学習指導要領に示

されている音楽の目標や内容に基づく授業実践が比較的行いやすい教科である。 

また、学習指導要領の音楽の内容には、児童生徒の発達の段階等を踏まえた歌唱教材を

取り扱うこととされており、「共通教材」が示されている特徴がある。これらの共通教材は、

小学部段階であれば６年間、中学部及び高等部段階であれば３年間を見通して、年間指導

計画に位置付けて、計画的に取り扱う必要のある歌唱教材である。また、これらの歌唱教

材は、小学校等との交流及び共同学習や地域の行事に参加する場合にも、特別支援学校の

児童生徒と小学校等との児童生徒が、共同して、音楽活動ができる一助になることから、

歌唱教材を適切に学習していくことは、インクルーシブ教育システムを充実させる上で、

重要な意義を有する。 

しかしながら、特別支援学校における授業実践においては、年間指導計画の作成から授

業構想に至るまでの過程が個々の教員の経験等に委ねられているという現状があり、これ

らの歌唱教材を適切に指導計画に位置付けていくことを意識した年間指導計画の立案な

どについては十分ではなく、課題があると考えている。また、音楽科においてはカリキュ

ラム・マネジメントの視点から、学習指導要領を基に題材を選定し、それを基に授業

を構想していくという実践事例が少ないということについても課題として挙げられる。 
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教科音楽では、文部科学省著作教科書が従前より整備されており、学習指導要領の内容

に即した歌唱教材や日々の授業に位置付けるうえで有用な教材が存在している。一方で、

☆本を活用した年間指導計画の作成や授業実践についての蓄積は十分でないことも課題

として考えられる。 

例えば、先行研究である武富(2022)による、全国の特別支援学校の教員544名に対して抽

出して実施した調査によると、☆本を実際に使用している教員は全体の30％未満であった。 

  

２ 本校における現状と課題 

本校における音楽科の指導では、年間指導計画から授業内容を構想する際の過程におい

て、教員個人の経験や過去の実践に依拠した授業が中心となっている。とりわけ音楽科を

専門としない教員からは、「音楽の授業で何をしてよいかわからない」といった声が聞かれ

ることもあり、学習指導要領を踏まえた年間指導計画の作成や授業構想に困難を感じてい

る現状がある。 

また、本校では☆本が選定されていないことがあり、年間指導計画作成の際には、小学

校の題材を中心に扱うことが多くあった。そのため、学習指導要領の内容について、小学

部であれば６年間、中学部、高等部であれば３年間を見通した年間指導計画の作成や授業

構想に基づく指導が行われにくい現状である。このようなことから、学習指導要領に基づ

く年間指導計画の作成や授業構想を支えるための具体的な教材の選定や手立てを支援し

ていくことが課題である。 

 

第２節 本研究の目的 

 

本研究では、学習指導要領に基づく年間指導計画の作成や授業構想を支援するための具

体的な手立てが学校現場において十分に共有されていないという課題を踏まえ、学習指導

要領の内容に応じて作成された☆本を活用した「年間指導計画作成ツール」の開発及び検

証を行うことを目的とする。 

ここでいう検証とは、開発したツールを学校現場において実際に活用し、その有効性や

運用上の課題を明らかにすることであり、これらを通して、知的障害教育における音楽科

のカリキュラム・マネジメントの充実に資することを目指す。 

 

第３節 研究仮説 

 

本研究では、学習指導要領の内容に基づき、☆本を位置付けた「年間指導計画作成ツー

ル」を開発することにより、年間指導計画および授業計画の作成を支援できると仮定する。 

さらに、開発したツールを学校現場において活用することにより、音楽科の専門性の有

無にかかわらず、教員が学習指導要領に即した年間指導計画および授業計画を構想しやす

くなり、以下のような変化が生じると仮定する。 

・年間指導計画に☆本を取り入れる割合が増加する。 

・指導計画における学習指導要領との対応関係がより明確になる。 

・音楽が専門でない教員においても、授業計画作成に対する困難感が軽減される。 

・教材研究や☆本への理解が促進される。 
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第２章 年間指導計画作成ツールの開発（研究Ⅰ） 

 

第１節 目的 

 

本研究では、特別支援学校（知的障害）小学部音楽科において、学習指導要領に基づい

た年間指導計画の作成から授業構想に至るまでの過程を支援することを目的として、「年

間指導計画作成ツール」を開発する。そのために、所属校における年間指導計画および授

業構想の実態を分析し、課題を明らかにしたうえで、☆本を活用したツールの試作を行う。 

 

第２節 方法 

 

１ 年間指導計画の分析 

所属校の年間指導計画において扱われている項目は、学習指導要領音楽科「Ａ表現」の

中の「歌唱」「器楽」「身体表現」の３分野と「Ｂ鑑賞」の１領域および題材名であった。

授業で行う活動が簡単に記載されている学年もあったが、統一されていなかった。いずれ

の学年のものも、学習指導要領の内容についての記載はなかった。 

表１は、令和５年度における小学部各学年および小学部全体の☆本題材使用状況を示し

たものである。小学部全体では全119題材のうち、☆本題材は53題材であり、使用率は0.445

であった。すなわち令和５年度の年間指導計画において、☆本題材は全体の半数に満たな

い割合で使用されていたことがわかる。 

学年別に見ると、低学年において☆本題材が比較的多く用いられていたが、第３学年以

降では使用率が0.35前後に低下しており、第４学年および第５学年ではいずれも0.278と

☆本題材の使用割合が低い状況が確認された。 

以上のことから令和５年度における☆本題材の使用状況には学年による偏りが見られ、特

に中・高学年において☆本題材が十分に活用されていなかった実態が明らかとなった。 

なお、令和５年度の小学部１年から６年までの年間指導計画（音楽）は表２で示す。 

 

【表１ 令和５年度における所属校小学部各学年および全体の☆本題材使用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他… 小学校検定教科書、童謡歌集、行事の歌等 
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【表２ 所属校の令和５年度小学部１年から６年までの年間指導計画（音楽）】 
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２ 授業設計に関するプロセス分析 

所属校における学習指導要領から１単位時間の授業までのプロセスを図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 学習指導要領から１単位時間の授業に至るまでのプロセス（改善前）】 

 

図１におけるア～ウのプロセスは次のとおりである。 

ア 当該年度の反省を受け、学習指導要領や音楽内容表（所属校で独自に作成している題

材一覧）をもとに児童の実態を考慮して次年度の年間指導計画を作成する。 

イ 年間指導計画に記載されている題材名と分野名をもとに授業担当教員が単元案を作

成し、学年集団で単元のすすめ方を決める。 

ウ 単元の話し合いから１単位時間の授業計画（授業カード）を作成し授業を行う。 

 

プロセスを見てみると、年間指導計画作成の細かいプロセスが明確でないことがわかる。

したがって、その作成過程を細分化することが有効であり、これにより学習指導要領に基

づいた年間指導計画の作成や授業設計の改善につながることが期待できる。 

授業設計までのプロセスと１)の結果からツール開発に必要な視点と工夫できる点につ

いて次の表３のように整理し、細分化を図った。 

 

【表３ ツール開発に必要な視点】 

ツール作成のポイント 本ツールでの工夫点 

ａ 学習指導要領を根拠に年間指導計画を作成 題材を☆本から選択する。 

ｂ 年間指導計画作成者の意図が可視化できる 学習指導要領の内容と指導内容が入力できる。 

ｃ 実施した内容、題材の積み上げが確認できる 実施した学習指導要領の内容や☆本の題材の一

覧に色が付く。 

ｄ 授業を構想する上で参考にできるものがある ☆本や☆本の教科書解説を活用する。 

ｅ 単元の評価を記録することができる ３段階で評価できるセルを組み込む。 

 

「ａ 学習指導要領を根拠に年間指導計画を作成」とは、個々の教員が過去の年間指導計

画、検定教科書などを参考に各々悩みながら計画を作成している。学習指導要領を根拠に

作成された☆本から題材を選択することで、学習指導要領の内容に沿った年間指導計画の

作成を容易にすると考える。 

ア イ ウ 
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「ｂ 年間指導計画作成者の意図が可視化できる」とは、年間指導計画が題材と領域のみ

の記載であることが多く、学習指導要領のどの内容を授業で行うか、単元のねらいは何か

が分かりづらく、授業担当がそれぞれの解釈で単元を考えることになっていた。そのため、

学習指導要領のどの内容をねらうか、単元のねらいは何かを記入できることで、年間指導

計画作成者の意図がわかるようにする。 

「ｃ 実施した内容、題材の積み上げが確認できる」とは、今まで学習指導要領の内容の

何を学んできたか、どの題材を扱ったかがわかるようにすることである。そのことで、扱

っていない学習指導要領の内容がわかり、年間指導計画作成時に活用することで、未履修

を防ぐ役割になると考える。 

「ｄ 授業を構想する上で参考にできるものがある」とは、☆本の題材を使用することで、

☆本や☆本解説を使用して授業を構想しやすくすることである。「音楽の授業を構想する

ことが難しく、何をやっていいかわからない」と度々相談されることがあるため、授業実

践例や教材・教具が記載されている☆本や☆本解説を活用することで、授業構想の一助に

なると考える。 

「ｅ 単元の評価を記録することができる」とは、扱った題材と学習指導要領の内容が履

修だけで終わらず習得できたか確認できるようにすることである。授業終了後に単元の評

価を行い、次年度の年間指導計画に生かすようにする。 

 

３ 文部科学省著作教科書（☆本）の位置付け 

 本研究における「年間指導計画作成ツール」の開発にあたり、☆本を学習指導要領に基

づいた年間指導計画作成および授業構想を支援するための基礎資料として位置付けた。 

☆本は、特別支援学校小学部および中学部の学習指導要領に示された教科の内容を踏ま

えて編纂されており、各題材が学習指導要領のどの内容に対応しているかが教科書解説に

明示されている。このため、年間指導計画作成時において、学習指導要領の内容と題材と

を対応付けて検討することが可能である。 

 また、☆本には教科書解説が用意されており、各題材について学習指導要領との関連、

題材設定の意図、学習活動の例、指導上の留意点などが整理されている。これらは、音楽

を専門としない教員にとっても授業構想の手がかりとなる情報であり、年間指導計画から

授業計画に至る過程を支援する資料として活用可能であると判断した。 

 以上の理由から、本研究では、学習指導要領と題材との対応関係が明確であり、かつ授

業構想に必要な情報が整理されている☆本および教科書解説を、「年間指導計画作成ツー

ル」を構成するうえでの重要な資料として位置付けた。 

 

第３節 結果 

 

年間指導計画の分析および授業設計のプロセスの検討を通して抽出した課題を踏まえ、

年間指導計画作成から授業構想までを支援することを目的として、「年間指導計画作成ツ

ール」を開発した。本節では、開発したツールの構成と特徴について示す。 

 年間指導計画作成ツールは、年間指導計画作成の手順をより細分化したものである。図

１の年間指導計画の位置に、「フェイスシート」「年間指導計画」「学習指導要領内容一覧」

「☆本題材一覧」「年間指導計画配列シート」でツールを構成した。 

年間指導計画作成ツールの全体構成を図２に示す。 
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【図２ 年間指導計画作成ツールの全体構成】 

 

ア フェイスシート（図３ 全体像は付属資料Ａ参照） 

フェイスシートは、単元や題材のねらいを学習指導要領の内容に基づいて整理するため

のシートである。本シートでは、学年や段階、分野・領域を選択した上で、使用する☆本

の題材および該当する学習指導要領の内容を対応付けて記入できる構成とした。これによ

り、年間指導計画作成の段階で、学習指導要領の内容を根拠に☆本の題材を位置付けるこ

とが可能となった。また、☆本の題材を扱うことで、授業構想時に☆本や教科書解説を参

照しやすくなり、授業づくりや教材づくりの手がかりを得やすい構成となっている。 

 

⼀番上のエリアには、学年の基本情報と該当する目標を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名とメインとなる活動を記入する。 

【図３ フェイスシート（項目ごとの抜粋：目標の選択）】 
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【図３ フェイスシート（項目ごとの抜粋：単元や学習活動の記入）】 

 

単元で使用する☆本の題材をリストから選択する。 
分野・領域で分類された教科書の段階を選択すると、☆本で扱っている題材が選択

できるようになる 
題材を選択すると、教科書解説に⽰されている、その題材で扱う学習指導要領の内

容が選択できる。 
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☆本の題材に以外を取り扱う場合は、偶数の⾏に段階と題材、目標を記入する。 

こちらについても段階をリストから選択することで学習指導要領の内容リストが
選択できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ フェイスシート（項目ごとの抜粋：題材と内容の選択）】 

 

イ 学習指導要領内容一覧（図４）および☆本題材一覧（図５） 

学習指導要領内容一覧は、小学部１段階から中学部２段階までの音楽科の内容を一覧で

確認できるようにしたものであり、☆本題材一覧は、☆本に掲載されている題材を分野・

領域および題材ごとに整理した一覧である。本ツールでは、フェイスシートに入力した内

容に応じて、該当する学習指導要領内容一覧および☆本題材一覧に色が付き、履修を確認

することができる。これにより、今まで扱った内容や題材を把握しやすくなり、次年度以

降の年間指導計画作成時の参考資料として活用することが可能である。 

全体像は付属資料Ｂ、Ｃ参照。 
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【図４ 学習指導要領内容一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ ☆本題材一覧】 
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ウ 年間指導計画配列シート（図６） 

 年間指導計画配列シートは、各学年で作成したフェイスシートの内容を自動的に一覧化

し、学年間の系統性を確認できるようにしたものである。本シートでは、小学部１年生か

ら６年生までの年間指導計画を縦断的に把握できる構成とした。 

 これにより、学年間で扱う内容や題材の重複や偏りを確認しながら、年間指導計画を作

成することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６ 年間指導計画配列シートによる学年間の系統性の可視化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ フェイスシート（項目ごとの抜粋：学習の評価）】 
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第４節 文部科学省著作教科書（☆本）の意義と構成 

 

年間指導計画作成ツールは、☆本（音楽科）をもとに作成されている。☆本は文部科学

省が発行している知的障害者のある児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の小学部

及び中学部用著作教科書である。特別支援学校学習指導要領で示す教科の内容を一通り学

習できるように構成されている。 

☆本には歌詞やイラストに加え、振り付け、絵譜、楽譜など、児童生徒が授業で直接教

材として使用できる要素が多く盛り込まれている。また、特別支援学校の児童生徒を対象

とする観点から、説明文などを必要最小限にとどめ、活動が視覚的に理解しやすいように

はっきりした挿絵が使用されている。これにより、教科書の挿絵を拡大して使用したり、

教材作成の参考資料としたりすることも容易である。 

小学校・中学校音楽科では教育芸術社と教育出版が検定教科書を発行している。☆本の

題材とこれら検定教科書の題材を比較したところ、小学部の☆本には206曲収録されてお

り、そのうち教育芸術社の検定教科書と重複する題材は42曲、教育出版と重複している題

材数は32曲であった。中学部では、収録題材140曲のうち教育芸術社と重複する題材は28

曲、教育出版と重複するものは17曲であった。さらに小学校教科書まで範囲を広げると、

教育芸術社と重複する題材は50曲、教育出版と重複する題材は41曲となり、学校間交流や

居住地校との交流でも共通の題材を扱える可能性が高いことが明らかとなった。 

また、☆本には教科書解説が用意されている。解説には付録として「☆本の題材と特別

支援学校小学部・中学部学習指導要領との関係」が一覧表で示されており、各題材が学習

指導要領のどの内容に対応しているか、一目で確認できる。（Ａ表現「ア 歌唱、イ 器楽、

ウ、音楽づくり、エ 身体表現」Ｂ鑑賞） 

教科書解説の題材のページは「１ 本題材に関する学習指導要領の主な内容」「２ 題材

について」「３ 学習指導例」「指導上の留意点」から構成されている。その題材が主に学

習指導要領のどの内容を学ぶように考えられているか、どのような意図で題材として選定

されたか、どのように指導すればよいか、具体的な留意点は何かなどが１ページに簡潔に

整理され、音楽科の指導に不安を抱える教師にとって有用な手がかりとなる。教科書解説

の題材ページの活用例を図７で示す。 
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【図７ ☆本教科書解説における題材ページの活用例】 
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第３章 年間指導計画作成ツールの検証（研究Ⅱ） 

 

第１節 目的 

 

第３章では、第２章で開発した「年間指導計画作成ツール」を所属校に導入し、その活

用状況および有効性を、年間指導計画作成段階と授業構想・授業実践段階の両面から検証

することを目的とする。 

具体的には、年間指導計画作成において、本ツールがどのように活用され、題材の位置

付けや計画内容にどのような変化が生じたのかを明らかにする。あわせて、作成された年

間指導計画をもとにした授業構想および授業実践の過程において、教員がどのような資料

を参照し、どのような困難や成果を感じているのかを検討する。 

これらを通して、「年間指導計画作成ツール」が、音楽を専門としない教員を含む学校現

場において、学習指導要領に基づく年間指導計画作成および授業づくりをどの程度支援し

得たのかを明らかにする。  

 

第２節 方法 

 

１ 研究対象および倫理的配慮 

本研究の実施にあたっては、研究協力者の人権及びプライバシーの保護に十分配慮した。

質問紙調査は任意とし、回答しないことによる不利益が生じないことを事前に説明した。

回答は無記名とし、個人が特定されることのないよう配慮した。また、得られたデータは

本研究の目的以外には使用せず、研究終了後は処分することとした。 

なお、本研究は校内における教育実践の一環として実施し、研究内容および方法につい

ては、所属校の管理職の了承を得た上で行った。 

 

２ 研究の進め方  

本研究では、「年間指導計画作成ツール」の導入から活用、検証まで段階的に行うため、

研究をⅠ期からⅢ期までの三段階に分けて実施した。 

 

（１）Ⅰ期 年間指導計画作成と周知 

Ⅰ期では、「年間指導計画作成ツール」を用いた年間指導計画の作成およびツールの周知

を行った。具体的には、次年度の年間指導計画作成に先立ち、各学年の音楽科年間指導計

画作成担当者に対して、本ツールの目的および使用方法について説明を行い、ツールを活

用した次年度の年間指導計画（音楽科）の作成を依頼した。あわせて、小学部の全教職員

を対象に「年間指導計画作成ツール」の概要説明を行い、その有用性を示すとともに、活

用を促した。その際、☆本の特徴や活用の意義についても説明を行った。また、研究を進

めるにあたり、音楽科の☆本および教科書解説が十分に活用できる環境を整えるため、☆

本の整備を行った。 
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（２）Ⅱ期 授業構想・授業実践 

Ⅱ期では、Ⅰ期で作成された年間指導計画および「年間指導計画作成ツール」を活用し、

実際の授業構想および授業実践を行った。各学年の音楽科担当教員には、年間指導計画作

成ツール、またはツールを用いて作成した年間指導計画を参考にしながら授業を実施する

ように依頼した。さらに音楽科の授業づくりに関する理解を深めることを目的として、外

部講師を招聘し、学習指導要領および☆本の活用を中心とした講演会および学習会を開催

した。 

 

（３） Ⅲ期 検証・改良 

Ⅲ期では、ツールの活用状況および成果を検証するため、小学部教員を対象に質問紙調

査を実施した。音楽科の年間指導計画作成者５名に対しては、前年度の３月に、年間指導

計画作成に関する質問紙調査を行った。また、各学年の音楽科授業担当者に対しては１学

期末および２学期末の２回に分けて、「年間指導計画作成ツール」および☆本の活用状況に

関する質問紙調査を実施した。あわせて、質問紙調査の自由記述および個別の聞き取りの

内容をもとに、ツールの改善点や今後必要となる支援の在り方について分析を行い、その

結果を踏まえて不足している点を補うための改良を行った。 

 

第３節 結果 

 

 本節では、「年間指導計画作成ツール」および☆本の活用に関して得られた結果を示す。

まず、年間指導計画作成ツールを用いて作成された音楽科年間指導計画の内容について分

析し、ツール導入による変化を客観的に整理する。次に、小学部教員を対象として実施し

た質問紙調査の結果を示し、年間指導計画作成時の実態や困難感、ならびに年間指導計画

作成ツールの使用状況とその受け止めについて整理する。 

以下では、はじめに年間指導計画の分析結果を示し、その後質問紙調査の結果について項

目ごとに示す。 

 

１ 年間指導計画作成に関する結果 

本項では、「年間指導計画作成ツール」を活用して作成された年間指導計画の内容の変化

と、年間指導計画作成者を対象とした質問紙調査の結果から、ツール導入の成果を明らか

にする。 

本校の年間指導計画作成のスケジュールは、前年度に当該学年の教科の年間指導計画作

成担当者が計画案を作成し、次年度に入り学年主任と新しい教科の担当者がもう一度チェ

ックして正式に運用することになっている。「年間指導計画作成ツール」開発後、前年度の

うちに小学部１年から５年の教科担当者にツールを使用した年間指導計画作成を依頼し

た。最新刊の☆本が学校に存在していなかったため、年度途中に学部で☆本と解説を１セ

ット購入してもらった。年間指導計画の参考にゼロから年間指導計画の題材を選択するの

は難しいので、今まで小学部で年間指導計画作成時の題材選択の目安として整理した音楽

内容表を改訂し、☆本の題材で再編集した。（図８ 全体像は付属資料Ｄ参照） 

編集では、所属校の音楽専門の教師数名で☆本の題材に目を通しながら、学校の実態に

合うように検討を重ねた。今までの実践を大幅に変更しないような配慮も行った。表３は、
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「年間指導計画作成ツール」を使用して作成された令和７年度の年間指導計画を全学年で

一覧にしたもの、表４は「年間指導計画作成ツール」導入前（令和６年度）と導入後（令

和７年度）における、各学年および小学部全体で扱われた☆本題材数の比較を示したもの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図８ 令和６年度末改訂 音楽内容表】 
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【表３ 令和７年度音楽科年間指導計画】 

 

 

 

 

 

－18－



 

【表４ 年間指導計画作成ツール導入前後の取り扱った☆本題材数の比較】 

 

 

令和６年度においては、全体の題材数122題材中、☆本題材は61題材であり、☆本の使用

割合は0.50であった。一方、令和７年度では、全体の題材数106題材中、☆本題材は84題材

となり、使用割合は0.79に上昇した。これにより、☆本題材の使用割合は約1.58倍に増加

していることがわかる。 

学年別に見ると、すべての学年において☆本題材の使用割合が増加しており、特に第４

学年では0.46から0.91へと約1.98倍、第６学年では0.37から0.96へと約2.60倍と、大幅な

増加が見られた。第１学年および第２学年においても、それぞれ約1.36倍、約1.47倍の増

加が確認された。 

以上の結果から、「年間指導計画作成ツール」導入により、各学年において☆本を題材と

して位置付ける割合が顕著に高まり、年間指導計画における☆本の活用が大きく促進され

たことが示された。 

 一方、学習指導要領に示されている共通教材については、年間指導計画に位置付けた学

年数および曲数に大きな変化はみられなかった。具体的には、令和６年度には４学年で５

曲が扱われていたのに対し、令和７年度では５学年６曲となり、微増にとどまっていた。 

作成された年間指導計画の記載内容を分析すると、題材に対応した具体的な学習活動ま

で記載されているのは高学年の２学年に限られており、他の学年では題材名のみの記載や、

学習活動が部分的に記載されているものが多く見られた。 

なお、新年度に実施された小学部主任会においては、本ツールの核となっている☆本の

題材について、こども園など入学前や過去の学年ですでに扱われている場合、題材が重複

する可能性があるのではないかという意見が挙がった。 

 

次に、小学部音楽科の年間指導計画作成者５名を対象に、音楽経験、年間指導計画作成

時の参考資料、題材選択や作成時の困難感、および「年間指導計画作成ツール」に対する

受け止めについて質問紙調査を実施した。以下にその結果を示す。なお、調査票の全文は、

付属資料Ｅに示した。 
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（１）対象者の音楽経験 

 回答者５名のうち、音楽科の教員免許を保持している者は１名であった。また、過去に

楽器演奏や音楽活動の経験があると回答した者は１名であり、音楽に関する専門的な経験

がないと回答した者は３名であった。 

 

（２）年間指導計画作成時に参考にする資料 

 年間指導計画作成時に参考にしている資料について複数回答可で尋ねた結果を表５に

記す。 

 

【表５ 年間指導計画作成時に参考にした資料（複数回答）】 

資料 人数 

小学校検定教科書 ４名 

☆本 ４名 

昨年度の年間指導計画 ４名 

特別支援学校学習指導用要領解説 ３名 

過去の授業実践 ３名 

特別支援学校学習指導要領 ２名 

自身の音楽経験 １名（免許保持者） 

 

（３）☆本の活用状況 

 ☆本の活用状況について尋ねたところ、回答者５名全員が「☆本を手に取ってみたこと

がある」と回答した。そのうち、授業で☆本を使用したと回答した者は３名であり、☆本

の教科書解説も活用したと回答した者は２名であった。 

 

（４）年間指導計画作成に関する自己評価 

 年間指導計画作成に関して、以下の項目について該当／非該当で回答を求めた結果を表

６に示す。 

 題材選択や学年間のつながりに関する項目では全員が「該当」と回答した一方で、「学習

指導要領の内容から授業を想像できる」と回答した者は３名にとどまった。 

 

【表６ 年間指導計画作成に関する自己評価（該当人数）】 

項目 該当 

児童の実態に合った題材を選ぶことができる ５名 

前年度までの学習内容を踏まえて題材を選ぶことができる ５名 

次年度以降の学習内容を考えながら題材を選ぶことができる ５名 

作成時に参考となる資料がある ４名 

学習指導要領の内容から授業を想像できる ３名 

 

 

 

－20－



 

（５）年間指導計画作成時に困難を感じる点 

 自由記述による回答を整理したところ、音楽に関する専門的知識の不足、題材が児童の

実態に適しているかの判断の難しさ、前年度までに扱った題材が把握しにくさ、学年間の

系統性の見通しにくさが主な困難として挙げられていた。 

 

（６）年間指導計画作成ツールの使用状況と受け止め 

 調査対象者５名全員が「年間指導計画作成ツールを使用した」と回答した。 

 自由記述では、音楽経験の有無にかかわらず根拠をもって題材やねらいを設定しやすく

なった、☆本に触れる機会が増え、授業で活用するきっかけとなった、という意見が見ら

れた。一方で、題材数の多さや、教科書に掲載されていない活動の扱いにくさを指摘する

意見もあった。 

 

２ 授業構想・授業実践に関する結果 

 本項では、「年間指導計画およびツール」および☆本の活用状況について、小学部音楽科

授業担当者を対象に実施した質問紙調査の結果を示す。調査は、令和７年度１学期末およ

び２学期末の２回に分けて実施したが、設問内容はほぼ同一であったため、本研究ではこ

れらの結果を総合して整理・記述する。 

授業実践をするための準備段階として、当初は最新刊の☆本が学部の１セットのみであ

ったことから、活用の機会が限られている状況が見られた。そこで、各学年に☆本および

☆本教科書解説のセットを整備した。あわせて、学習指導要領の内容に沿った授業づくり

や、☆本の有用性について周知を図るため、東京福祉大学の工藤傑史先生を講師に招き、

音楽科の学習指導要領と授業づくり、☆本の意図に関する講演会を実施した。 

質問紙調査では、１学期末に小学部音楽科授業担当者９名、２学期末調査に７名、計16

名から回答を得た。調査方法はいずれも質問紙によるもので、選択式および自由記述式の

設問から構成した。なお、質問紙調査に用いた調査票の全文は付属資料Ｆに示した。 

 

（１）回答者の授業担当状況および音楽経験 

 回答者は１学期が９名、２学期は７名であり、いずれも小学部において音楽の授業を担

当する教員であった。音楽に関する経験については、１学期の調査では音楽の免許を有す

る教員は９名のうち１名であり、残りは免許を有していないが、ピアノ教室や音楽系の部

活動等の経験を有していた。２学期調査では音楽の免許を有する教員はいなかったが、７

名中５名は何らかの音楽経験があり、２名は音楽に関する経験がないと回答していた。 

 

（２）音楽の単元・授業構想時に参考にした資料（図９,図10） 

 音楽の単元や授業を構想する際に参考にした資料について尋ねた結果、１学期の調査で

は☆本を参考にしたと回答した教員は９名中７名であった。２学期調査においても、☆本

を参考にしたと回答した教員は７名中６名であり、両学期ともに多くの教員が授業構想段

階で☆本を参照していることが確認された。一方「年間指導計画作成ツール」については、

参考にしたと回答した教員は１学期調査では１名、２学期調査では０名であった。 
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【図９ １学期 授業構想時に参考にした資料（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図10 ２学期 授業構想時に参考にした資料（複数回答）】 

 

（３）「年間指導計画作成ツール」を使用しなかった理由 

「年間指導計画作成ツール」を使用しなかった理由としては、１学期・２学期ともに「使

い方が分からなかった」「時間的な余裕がなかった」といった回答が多くを占めていた。 

２学期調査ではこれに加えて、「存在を知らなかった」「すでに年間指導計画ができてい

た」といった理由もそれぞれ１名ずつ挙げられていた。 
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（４）☆本の活用状況 

 音楽の☆本の活用状況については、１学期調査では全員が☆本を手に取っており、その

うち２名は目を通すにとどまっていたが、他の教員は授業準備や授業検討、実際の授業で

活用していると回答していた。２学期調査でも「活用していない」と回答した教員はおら

ず、☆本を手に取ったのみと回答した教員は１名で、その他の教員は授業準備や話し合い、

授業で実際に活用していると回答していた。 

 

（５）自由記述に見られた記述内容 

 自由記述欄では、１学期・２学期ともに、音楽の授業づくりに関して「具体的に授業で

何を行えばよいかがわかる資料」を求める記述が複数見られた。特に「題材選びの参考と

なる資料があるとよい」という記述は、２学期調査では７名中５名(71.4％)に見られ、他

にも「年間指導計画を見るだけで授業のねらいがわかる資料」などに関する要望も複数見

られた。 

 

第４章 全体（研究Ⅰ・研究Ⅱ）を通した考察 

 

第１節 「年間指導計画作成ツール」の有効性とその限界 

 

本研究では、「年間指導計画作成ツール」を活用することにより、音楽を専門とするか否

かにかかわらず、教員が学習指導要領に即した年間指導計画および授業計画を作成できる

ようになることを仮説として設定した。本節では第４章で示した年間指導計画の分析結果

および質問紙調査の結果をもとに、この仮説について考察する。また、学習活動と学習指

導要領との対応関係を可視化した図11および図12を手がかりとして、年間指導計画作成お

よび授業づくりの改善の方向性について検討する。 

まず、年間指導計画作成段階においては、「年間指導計画作成ツール」の導入により、各

学年で☆本を題材として位置付ける割合が大きく増加したことが確認された。特にこれま

で☆本の題材が限定的であった学年においても、☆本題材が年間指導計画に位置付けられ

るようになった点は、ツールが題材選択の際の拠り所として機能した結果であると考えら

れる。このことから、☆本を基盤とした年間指導計画作成を促すという点において、ツー

ルは一定の有効性を有していたといえる。 

また、質問紙調査の結果からは、音楽の免許を有していない教員が多数を占める中で、

☆本を授業構想や授業準備、授業実践の場面で参照している実態が確認された。☆本の題

材率が高まったことにより、授業づくりの際に参照できる具体的な教材や活動のイメージ

が共有され、音楽を専門としない教員にとっても授業構想の拠り所になった可能性がある。

この点において、ツールの導入は教材研究や☆本への理解を促進する役割を果たしたと考

えられる。 

一方で、「年間指導計画作成ツール」そのものを授業構想時に参照した教員は少数にとど

まっており、質問紙調査においても、ツールを使用しなかった理由として「使い方がわか

らなかった」「時間的な余裕がなかった」といった回答が複数見られた。このことから、ツ

ールは年間指導計画作成者にとっては有効であった一方で、日常的な授業づくりの場面に

おいて、十分に活用されるには至らなかったことが示唆される。 
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さらに、年間指導計画の分析からは、題材は明記されているものの、具体的な学習活動

が記載されていない計画が多く見られた。質問紙調査の自由記述においても、「具体的に何

を行えばよいのかがわかる資料」を求める声が複数確認されており、題材を選択した後に、

ねらいや学習活動を具体化する段階で困難を感じている教員が一定数存在することがう

かがえる。 

以上のことから「年間指導計画作成ツール」は、☆本を基盤とした年間指導計画作成を

促進する点において一定の有効性を有していたが、授業づくりにおける具体的な学習活動

の構想までを支援するには課題が残されたといえる。この点については、教員がどのよう

な点で学習活動の構想に難しさを感じているのか、また、年間指導計画や既存の資料の構

成がどのように影響しているか次節で詳しく検討する。 

 

第２節 学習活動が明示されにくかった要因 

 

第４章の年間指導計画の分析および質問紙調査の結果から、題材は年間指導計画に位置

付けられているものの、具体的な学習活動まで明示されていない計画が多く見られた。本

節ではその要因について考察する。 

第一に、音楽を専門としない教員が多数を占めるという実態が挙げられる。質問紙調査

では、音楽の免許を有していない教員が多く、自由記述においても授業づくりに際して「具

体的に何をすればよいかわからない」「授業のイメージが持ちにくい」といった記述が見ら

れた。音楽科では、「歌唱」「器楽」「音楽づくり」「身体表現」「鑑賞」という領域・分野が

設定されており、これらを児童の実態に応じて構想することは、専門的な知識や経験が十

分でない教員にとって容易ではないと考えられる。 

第二に、学校で行われていた年間指導計画への表記方法や、題材選定の目安となる音楽

内容表の構成が、学習活動の具体化を難しくしていた可能性がある。音楽内容表は、各段

階と領域・分野に対応する題材名が整理されている一方で、題材に基づく学習活動やねら

いについては明示されていなかった。そのため、教員は題材名を手掛かりに授業を構想す

ることになり、題材そのものが何をねらいとしているのか、どのような学習活動が想定さ

れているのかを十分に把握しにくい状況にあったと考えられる。 

第三に、「年間指導計画作成ツール」には学習活動を記入する欄が設けられているもの

の、学習活動を具体的に思い描くこと自体が困難であった可能性がある。自由記述では、

学習指導要領の内容から授業を想像することの難しさを指摘する記述が見られた。学習指

導要領は具体的な授業活動を直接示すものではないため、特に音楽を専門としない教員に

とっては、内容を授業場面に落とし込む際の橋渡しが必要であったと考えられる。 

一方で、「年間指導計画作成ツール」の核となっている☆本には、各題材において想定さ

れる学習活動や指導上の工夫が、歌詞、絵譜、写真、挿絵、教科書解説などを通して具体

的に示されている。これらを参照することで、活動のイメージをもとに学習活動を記述す

ることは可能であると考えられるが、題材を変更した場合や、題材名のみで年間指導計画

を作成した場合には、☆本の解説を十分に活用できない状況が生じていた可能性もある。 

以上のことから、学習活動が年間指導計画に明示されにくかった背景は、教員の専門性

だけでなく、これまでの年間指導計画や音楽内容表の構成、題材中心の計画作成の慣行、学

習指導要領と授業をつなぐ資料の不足といった、複数の要因が重なっていたと考えられる。 
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これらの要因を踏まえ、次節では、学習活動を基点とした年間指導計画作成へと転換す

るための改善の方向性について検討する。 

 

第３節 今後の活用に向けた課題と改善の方向性 

 

 「年間指導計画作成ツール」は、学習指導要領の内容を踏まえた年間指導計画の作成を

支援し、さらに☆本と結び付けることで、授業づくりの拠り所となることを目的として開

発したツールである。しかし、質問紙調査の結果からは、授業者の多くが「年間指導計画

作成ツール」を授業構想の際に参照することなく、年間指導計画に記載された題材名を手

がかりに授業を構想している実態が明らかとなった。このことから、今後はツールの周知

を改めて行う必要があるとともに、年間指導計画において「どの題材を扱うか」という観

点だけでなく、「何を教えるのか」「学習指導要領のどの内容を履修させるか」という視点

をより重視する必要があるのではないかと考える。実際に作成された年間指導計画を分析

すると、題材名のみが記載され、学習活動が明示されていない学年が多く見られた。この

ことから、学習活動を構想し記載すること自体に難しさを感じている教員が少なくないこ

とがうかがえる。「年間指導計画作成ツール」を用いて題材や学習指導要領の内容を整理す

ることはできても、具体的な学習活動を構想する段階で困難を感じている可能性があり、

特に音楽を専門としない教員にとっては、その傾向が強いと考えられる。 

また、題材選びそのものに難しさを感じている教員が多いことも、調査結果から明らか

になった。 

 この課題に対応するためには、「題材→学習活動」という従来の流れから、「学習活動（ね

らい）→題材」という順序へと、年間指導計画作成の考え方を転換することが重要である。

すなわち学習指導要領の内容のうち、当該学年でどの内容を履修するのかを明確にし、そ

れを実現するための具体的な学習活動を構想したうえでその活動に適した題材として、☆

本の題材を選択するという流れである。 

そこで、☆本の教科書解説に示されている各題材のねらいや指導上の工夫をもとに、題

材に内在する学習のねらいを整理し、それを具体的な学習活動として一覧化した。（図11 

全体像は付属資料Ｇ参照） 
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【図11 教科書解説をもとに整理した器楽題材の活動のねらい表の一部抜粋】 

 

その上で、それらの学習活動が学習指導要領のどの内容に対応しているかを整理し、「音

楽科学習段階表」として、可視化した。また、各学習活動について、どの☆本の題材およ

び教科書解説を参照すればよいか、対応付けて示した。（図12 全体像は付属資料Ｈ参照） 
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注）小学部一段階は分野が「音楽あそび」に統一されているため、音楽の☆本および教科書解説の編集

協力者でもある東京福祉大学の工藤先生から提供を受けた「テーマ別の小見出し」を参考に、「歌

唱」「器楽」「音楽づくり」「身体表現」の各分野へ再配列した。 
 

【図12 学習活動と学習指導要領内容との対応を示した音楽科学習段階表】 

 

この「音楽科学習段階表」を活用することで、教員は題材名に依存することなく、「どの

内容を、どのような活動で扱うか」という視点から学習活動を具体的に構想し、それを年

間指導計画に明示することが可能となる。これまで「年間指導計画作成ツール」や年間指

導計画に学習活動を記載することが求められながらも、学習活動を具体化する難しさから

十分に記載されてこなかった点について、本表はその支援となるものである。 

 また、学習活動ごとに対応する☆本の題材を併記することで、教員は多数の題材の中か

ら選択するのではなく、限定された題材群の中から選ぶことが可能になり、題材選びその

ものに伴う困難さの軽減が期待される。学習活動に対応する☆本の教科書解説を参照する
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ことで、具体的な授業の進め方を踏まえた授業構想が可能となる点も利点である。たとえ

異なる題材を用いる場合であっても、ねらいとする学習活動が共通していれば、☆本の教

科書解説に示された指導の工夫や授業展開を参考にすることができ、授業づくりの支援に

つながると考える。 

さらに、学習活動項目をチェック式とすることで、年間を通して内容の偏りがないか確

認、学習指導要領の内容を履修しているか確認、小学部１段階から小学部３段階までの系

統性、偏りを確認しながら、計画を立てることができる。 

なお、年間指導計画作成ツール導入前後の比較において、☆本題材の使用割合は大きく

増加した一方で、学習指導要領において位置付けられている共通教材の取り扱いについて

は、題材数に大きな変化は見られなかった。そこで、音楽科学習段階表に、学習活動のチ

ェック欄に加えて共通教材の取り扱い状況を確認できる欄を新たに設け、該当する教材に

ついては☆印で示すことにした。このことにより、年間指導計画作成時に、学習活動の履

修状況とあわせて、共通教材の配置や偏りを視覚的に把握することが可能となる。 

今後は年間指導計画には題材名のみならず、必ず学習活動を明示することを共通理解と

し、活動を基点とした計画作成を定着させていく必要があると考えられる。 

以上のように、「年間指導計画作成ツール」と☆本を、学習活動を中心に再構成して活用

することで、音楽を専門としない教員にとっても授業の見通しを持ちやすい年間指導計画

作成が可能になると考えられる。 

 

第５章 まとめ 

 

 本研究では、知的障害教育校小学部音楽科において、学習指導要領に基づいた年間指導

計画および授業づくりを支援するために開発した「年間指導計画作成ツール」を用い、そ

の活用の実際と効果について検証した。 

 質問紙調査および授業実践の結果から、授業者による「年間指導計画作成ツール」の直

接的な活用は限定的であったものの、☆本の活用は大きく進展したことが明らかになった。

これまであまり活用されていなかった☆本が授業準備や授業構想、授業実践において参照

されるようになり、学校全体として☆本への注目度が高まったことは、本研究の大きな成

果である。この動きは音楽科にとどまらず、職業・家庭など、他教科での話し合いにおい

ても☆本を参照する機会が生まれるなど広がりを見せている。 

 また、本校では、これまでに音楽科の☆本の教科書が選定されていなかったが、本研究

の取り組みを通して☆本の有用性が共有され、次年度に向けて一部の学年で教科書の給与

が予定されるに至った。この点も、年間指導計画作成ツールと☆本を関連付けて提示した

ことによる、実践的な成果の一つであると言える。 

 一方で、質問紙調査では「忙しさ」や「時間的余裕のなさ」を理由に、ツールを十分に

活用できなかったという回答も見られた。これらの回答からは、業務の多忙化に加え、新

しい書式やツールに対する心理的な負担や抵抗感が存在している可能性も示唆される。ま

た、年間指導計画に学習活動が十分に明示されていない学年が多く、題材を設定しても「何

をねらい、どのような活動を行うか」を具体的に構想することに難しさを感じている教員

が多いことも示された。これらの課題を踏まえ、本研究では、学習活動を基点として年間

指導計画を構想するための一つの試案として、学習活動、学習指導要領の内容、ならびに
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☆本の題材を対応付けた「音楽科学習段階表」（図12）を新たに作成した。本表は、題材名

に依拠して計画を立てるのではなく、「どの内容を、どのような活動で扱うか」という視点

から年間指導計画を構想することを意図したものである。なお、本表は本研究の結果をも

とに作成した提案段階の資料であり、実際の年間指導計画作成や授業実践における有効性

については、今後の検証が必要である。 

 

 これらの結果を踏まえると、本研究の仮説である「年間指導計画作成ツールを活用する

ことにより、専門性の有無にかかわらず、教員が学習指導要領に即した年間指導計画およ

び授業計画を作成できるようになる」という点については、年間指導計画作成者にとって

は有効であり、☆本の活用促進を通して授業づくりを支援するという点においては一定程

度支持されたといえる。一方で、授業担当者全体においてツールの活用が十分に定着した

とは言い難く、仮説の達成には課題が残った。 

 なお本研究で作成した「年間指導計画作成ツール」については、校内外から問い合わせ

があり、静岡県の校長会を通して公開するに至った。このことは、本研究の取り組みが一

定の実践的価値を有し、他校においても関心をもって受け止められたことを示すものであ

る。 

 本研究は小学部音楽科を対象とした実践であったが、☆本が設定されている教科におい

ては、年間指導計画作成ツールや音楽科学習段階表の考え方を中学部、さらには他教科へ

と転用することも可能であると考えられる。今後は、学部や教科を広げた実践を通して、

特別支援学校における教科指導の計画作成支援の在り方についてさらなる検討をすすめ

ていくことが課題である。 
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【資料Ｅ 年間指導計画作成に関する質問紙調査】（令和７年４月実施） 

 

＜調査の目的＞ 

本調査は、小学部音楽科における年間指導計画作成の実態および「年間指導計画作成ツ

ール」の活用状況や受け止めを把握し、今後の改善に資することを目的として実施した。 

＜回答方法＞ 

該当する項目にチェックをしてください。自由記述については差し支えない範囲でご記

入ください。 

 

１．当てはまるものを選択してください 

□音楽の免許を持っている 

□音楽の免許を持っていないがピアノ教室や音楽系の部活等の経験はある 

□音楽の免許をもっていない且つ経験もない 

 

２．年間指導計画作成時に参考にするものについて該当するものすべてにチェックしてく

ださい 

□特別支援学校学習指導要領 

□特別支援学校学習指導要領解説 

□小学校学習指導要領 

□小学校学習指導要領解説 

□小学校の教科書 

□☆本 

□掛川特別支援学校音楽内容表 

□昨年度の年間指導計画 

□過去の授業の記録 

□自分の経験 

□地域の小学校の授業内容 

□その他 

 

３．【☆本について】音楽の☆本について、該当する項目を１つ選択してください。 

□音楽の☆本を手に取ってみたことがある 

□音楽の☆本を使って授業を行っている 

□過去に音楽の☆本を使って授業をしたことがある 

□音楽の☆本の教科書解説を手に取ってみたことがある 

□音楽の☆本の教科書解説を活用して授業を行ったことがある 

□該当なし 
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４．年間指導計画作成に際し、当てはまるものを１つ選択してください。 

●児童の実態に合った題材を選ぶことができる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●前年度までの学習内容を踏まえて題材を選ぶことができる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●次年度以降の学習内容を考えながら題材を選ぶことができる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●作成の参考にする資料がある 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●学習指導要領の内容から授業の内容が想像できる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

５．年間指導計画作成時に困ることがありましたらご記入ください 

【自由記述】 

 

６．年間指導計画作成ツールを使用して年間指導計画を作成しましたか。 

□した 

□しなかった 

【自由記述】しなかった理由があれば教えてください 
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７．年間指導計画作成ツールを開発した意図は以下の項目の通りです。使用してみて感じ

たことについて、それぞれ当てはまるものを１つ選択してください。 

 

●学習指導要領の内容に沿った計画をたてることができる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●教科の系統性を意識した計画をたてることができる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●授業のねらいは何かを示すことができる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●年間を見通してまんべんなく題材や内容を選べる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●年間指導計画作成者の題材選定の意図を知ることができる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

●個別の指導計画の目標の設定の参考になる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 
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●単元の話し合いのメモとして活用できる 

□あてはまる 

□ややあてはまる 

□あまりあてはまらない 

□あてはまらない 

 

８．ご協力ありがとうございました。最後にツールの使用してみて、改善点や使いにくい

点があればご記入ください。 

【自由記述】 
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【資料Ｆ 授業構想・授業実践に関する質問紙調査票】（令和７年１学期末・２学期末実施） 

＜調査の目的＞ 

本調査は、小学部音楽科における授業構想および授業実践の実態、ならびに「年間指導

計画作成ツール」および☆本の活用状況を把握し、今後の授業づくりおよび年間指導計画

作成の改善に資することを目的として実施した。 

＜対象＞令和７年度に小学部音楽科の授業を担当した教員（Ｔ１） 

※本調査は、１学期末および２学期末に同一内容で実施した。 

 

Ａ．基本情報 

Ａ１．当てはまるものを選択してください 

□音楽の免許を持っている 

□音楽の免許を持っていないがピアノ教室や音楽系の部活等の経験はある 

□音楽の免許をもっていない且つ経験もない 

 

Ａ２．音楽の授業を担当している学年（複数選択可） 

 □１年 

 □２年 

 □３年 

 □４年 

 □５年 

 □６年 

 □その他 

 

Ａ３.音楽の単元や授業を構想するに当たり、参考にしたものについて該当するものを

チェックしてください 

□年間指導計画 

□年間指導計画作成ツール 

□特別支援学校学習指導要領 

□特別支援学校学習指導要領解説 

□小学校学習指導要領   →Ａ４へ 

□小学校学習指導要領解説 →Ａ４へ 

□小学校の教科書   →Ａ４へ 

□☆本 

□掛川特別支援学校音楽内容表 

□過去の授業の記録 

□自分の経験 

□地域の小学校の授業内容 

□その他（自由記述） 
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Ａ４．音楽の単元や授業を構想するに当たり小学校の教科書、学習指導要領を活用した理

由は何ですか。 

 □年間指導計画に題材として設定されていたため 

 □学校に教科書があったため 

 □学校に音源CDがあったため 

 □小学校との交流で使用したいため 

 □その他【自由記述】 

 

Ｂ．年間指導計画作成ツールについて 

Ｂ１．年間指導計画作成ツールを使って単元計画、授業計画を考えましたか。 

□はい（→Ｂ２へ） 

□いいえ（→Ｂ３へ） 

 

Ｂ２．ツールを使って良かった点を教えてください。（複数回答可） 

□授業の狙いが立てやすくなった 

□学習指導要領の内容を意識して授業ができた 

□話し合いの資料として使用できた 

□個別の指導計画の目標設定に役立った 

□その他【自由記述】 

 

Ｂ３．使用しなかった理由（複数回答可） 

□使い方が分からなかった 

□他に慣れた資料がある 

□自分のやり方で進めた方がわかりやすかった 

□時間的な余裕がなかった 

□活用の必要性を感じなかった 

□その他【自由記述】 

 

Ｃ．☆本の活用について 

Ｃ１．音楽の☆本の活用ついて、該当する項目をチェックしてください 

□☆本を手に取ってみた。 

□☆本を授業準備の参考にした。 

□☆本を使って授業で使用した。 

□☆本の教科書解説を参考にした。 

□活用していない（→C2へ） 

 

Ｃ２．活用していない場合の理由 

 □使い方がわからない。 

 □内容が児童の実態に合わなかった。 

 □他の教材で十分だった。 

 □ＣＤなどの音源がない。 

 □その他【自由記述】 
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Ｃ３．どうすれば年間指導計画作成ツールが使いやすいものになりそうですか。 

【自由記述】 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

最後に、ご意見・ご要望など音楽の授業づくりに関して感じることがありましたら自由に

ご記入ください。 

【自由記述】 
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【資料Ｇ 教科書解説をもとに整理した器楽題材の活動のねらい表】 
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【資料Ｈ 学習活動と学習指導要領内容との対応を示した音楽科学習段階表】 
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